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第39期　委員長・副委員長/部会長・副部会長第39期　委員長・副委員長/部会長・副部会長
－ご紹介します－－ご紹介します－

今月の表紙今月の表紙

日出王商事㈱日出王商事㈱
　金田 良太　金田 良太さんさん

北の逸品   
㈱グランビスタ ホテル＆リゾート　札幌パークホテル㈱グランビスタ ホテル＆リゾート　札幌パークホテル
北海道はちみつ生カステラ北海道はちみつ生カステラ
クラブ新鮮組   ASHIDO HOKKAIDOASHIDO HOKKAIDO

トップの構想 
㈱Rain㈱Rain
代表取締役　上田 啓晶 氏代表取締役　上田 啓晶 氏

健康経営がもたらす健康経営がもたらす
企業競争力の向上企業競争力の向上
～働き方改革とともに進化する健康経営～～働き方改革とともに進化する健康経営～
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広報誌「さっぽろ経済」は札幌商工会議所のWEBサイトに
電子媒体として掲載され、発刊後はＬＩＮＥでも発信しています。

WEBサイト・LINEで広がる！

・広告掲載のお申し込みは、掲載月の前月５日までにお願いします。
・広告料は掲載号送付とともにご請求いたします。
・掲載内容について、事前審査を行います。
・結果により修正をお願いする場合やご利用いただけない場合もございます。ご了承ください。

札幌商工会議所 企画広報部 広報課

ＴＥＬ：011-231-1325
ＦＡＸ：011-231-1078
Mail：koho＠sapporo-cci.or.jp

！
お申し込み
お問い合わせ先
こちらの連絡先まで
直接お問い合わせください。

※当所で広告版下を制作する場合は、制作料として１頁22,000円、
1/2頁11,000円、1/4頁以下5,500円を別途申し受けます（税込)。

※年間契約（１２回申し込み）は表示金額より１０％割引いたします。

中 頁 カラー

中 頁１色

広告スペース サ イズ（mm）
た て × よ こ

176,000

154,000
77,000
38,500

88,000
44,000
22,000

１頁（273×183.5）

１頁（273×183.5）
１/2頁（133×183.5）
１/4頁（133×88.5）

１頁（273×183.5）
１/2頁（133×183.5）
１/4頁（133×88.5）

352,000

308,000
154,000
77,000

176,000
88,000
44,000

掲 載 料 金 （ 税 込 ）

表 紙 裏 カラ ー

会員価格 非会員価格

表紙カラー（表４） １頁（273×183.5） 220,000 440,000

広報誌「さっぽろ経済」とは？

札幌商工会議所が発行している、
会員企業向け広報誌です。バック
ナンバーはこちらの二次元コードか
らご一読いただけます。

規格

発行回数  

発送先   

Ａ４判 ３２頁　　　　　　　　約19,0 0 0 部

毎月１回１０日発行

当所会員企業、メディア関係、官公庁などの公的機関、
経済団体、道内全ての大学・専門学校・高校

発行部数  

WEBサイト LINE

※㈱紀伊國屋書店札幌本店、MARUZEN＆ジュンク堂書店
　札幌店でも、お取り扱いいただいております。

広告掲載のご注意
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募集
広報誌「さっ

ぽろ経済」

本         社 札 幌 市 中 央 区 南 １ 条 東 ４ 丁 目 ７ 番 地       TEL(011)231-7811

東 京 支 店 東 京 都 墨 田 区 石 原 １ - １ ２ - ７ 村 上 ビ ル １ F TEL(03)5619-1600

冷凍機・空調機器・資材総合商社

本 　 　 　 　 　 社     札 幌 市 北 区 新 川 西 ２ 条 １ 丁 目 １ 番 １ ０ 号 T E L ( 0 1 1 ) 7 6 6 - 5 4 5 1

冷凍・冷蔵・空調設備設計・施工

本 　 　 　 　 　 社     札 幌 市 中 央 区 南 ４ 条 東 ４ 丁 目 １ 番 地 T E L ( 0 1 1 ) 2 2 2 - 4 7 0 0

物 流 セ ン タ ー     札 幌 市 中 央 区 南 ３ 条 東 ５ 丁 目 １ 番 地 　 　    T E L ( 0 1 1 ) 2 2 2 - 8 8 0 0

旭  川  支  店     旭 川 市 新 星 町 ５ 丁 目 ４ 番 ７ 号 T E L ( 0 1 6 6 ) 2 6 - 5 9 5 9

小  樽  支  店   　 小 樽 市 稲 穂 １ 丁 目 １ 番 １ 号 T E L ( 0 1 3 4 ) 2 1 - 6 5 0 0

業務用酒類食品卸販売

本 　 　 　 　 　 社   札 幌 市 中 央 区 南 ４ 条 東 5 丁 目 １ 番 地 　TEL(011)272-2983

本  社  工  場   札 幌 市 中 央 区 南 ４ 条 東 5 丁 目 １ 番 地 　  TEL(011)272-2983

業務用食肉加工製造販売

本 　 　 　 　 　 社   札 幌 市 中 央 区 南 ３ 条 東 ５ 丁 目 １ 番 地 T E L ( 0 1 1 ) 2 2 2 - 0 3 4 7

業務用酒類・食品・氷販売

八 　 軒 　 店 　  札 幌 市 西 区 八 軒 1 0 条 西 1 1 丁 目 １ 番 4 1 号 TEL(011)633-3611

本       　 社 　  札 幌 市 中 央 区 南 １ 条 東 ４ 丁 目 ７ 番 地          （渡辺食品機械本社ビル）

総合不動産業

ナベビル
本 　 　  　  　 社   札 幌 市 中 央 区 南 ４ 条 東 ４ 丁 目 １ 番 地  TEL(011)222-0777

業務用厨房機器・販売・設計・施工

各事業の担当部署が不明な場合は、総務課（TEL 011-231-1076）へご連絡ください。

12月１日より
札幌商工会議所の組織編制が変わりました

■総務部
総務課

■企画広報部
企画課
広報課
人材確保・活用課

■財務部
経理課
管理課

■産業振興部
まちづくり振興課
生活・サービス産業課
情報・ものづくり課
国際・観光課

■会員組織部
会員組織課
会員サービス課
共済事業室

■中小企業相談所
運営・金融課
金融担当
中小企業・創業支援課
中央支所
西支所
札幌駅北口支所
豊平支所
白石支所

■ビジネスキャリアセンター

■中小企業診断士
　登録養成課程部

■付属専門学校

　　　　　　新設部署　　　　　　　　移管・改変　　　　　　　　改称
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【担当業務】
議員総会および常議員会の運営に関すること

当所経済施策、建議要望に関すること
当所の広報および機関誌刊行に関すること
人材確保・活用に関すること

当所財務に関すること
北海道経済センター内の会議室利用申し込みに関すること

部会・分科会活動、地域開発、都市計画、情報産業に関すること
部会・分科会活動、流通、金融・サービス、健康・文化産業に関すること
部会・分科会活動、生産性向上、IT導入、ものづくり産業、GXに関すること
部会・分科会活動、国際親善、観光関係、食産業関係、物流に関すること

会費収納、会員情報の管理、交流会参加などに関すること
会員企業・従業員の福利厚生、会員サービスに関すること
生命共済、入院共済などの共済事業に関すること

中小企業支援に関する当所事業の統括に関すること
制度融資に関する相談および斡旋に関すること
創業・企業支援、専門家による相談対応に関すること
中央区の事業者の経営相談、融資相談などに関すること
西区、手稲区の事業者の経営相談、融資相談などに関すること
北区、東区の事業者の経営相談、融資相談などに関すること
豊平区、清田区、南区の事業者の経営相談、融資相談などに関すること
白石区、厚別区の事業者の経営相談、融資相談などに関すること

検定試験の運営、人材教育事業に関すること

中小企業診断士登録養成課程に関すること

■総務部
総務課
広報課

■総合企画部
企画課
GX推進支援室

■財務部
経理課
管理課

■国際・観光部
国際交流・観光課
食産業・貿易課

■産業部
地域振興・ものづくり課
生活・サービス産業課
IT推進室
人材確保・活用課

■会員組織部
会員組織課
会員サービス課
共済事業室

■中小企業相談所
運営・金融課
金融担当
創業支援課
中央支所
西支所
札幌駅北口支所
豊平支所
白石支所

■ビジネスキャリアセンター

■付属専門学校
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写真撮影／㈱Ａ space　佐藤 アキラ
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小規模事業者の事業活性化・事業継続を
支援します！

北の起業家表彰
「次のステージへ　受賞者のその後」

ビジネスサポートＱ＆Ａ　経営

　　　　　〃 法律

第39期　新議員紹介

新入会員のご紹介

Information

記者室の窓から

クラブ新鮮組
　ASHIDO HOKKAIDO

読者アンケート／プレゼント

マンスリーハイライト4
㈱グランビスタ ホテル＆リゾート
札幌パークホテル
北海道はちみつ生カステラ

第39期　委員長・副委員長/部会長・副部会長
－ご紹介します－

北の逸品7

特　集

8
㈱Rain
代表取締役　上田 啓晶 氏

道産素材と手作りにこだわる
パウンドケーキの人気専門店12

健康経営がもたらす企業競争力の向上
～働き方改革とともに進化する健康経営～
トップの構想

ontents

https://www.sapporo-cci.or.jp/

No．796

令和 7 年12月10日
2025 December12

C

札幌商工会議所Instagram公式アカウントをぜひご登録ください！
当所の活動報告や会員企業の製品・サービスに関する情報などを発信しています。

ID：@sapporo_cci

フォローはこちらから
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新
卒
対
象 

合
同
企
業
研
究
会 

in 

弘
前
大
学

１１．６就
職
活
動
を
控
え
る
弘

前
大
学
の
学
生
を
対
象

に
、
合
同
企
業
研
究
会
を

開
催
し
た
。
北
海
道
、
札

幌
の
企
業
を
中
心
に
20
社

が
ブ
ー
ス
を
構
え
、
同
大

学
に
通
う
人
文
社
会
科
学

部
、
理
工
学
部
、
農
学
生

命
科
学
部
な
ど
の
学
生
に

対
し
て
自
社
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
。

■
企
画
広
報
部
　
人
材
確
保
・
活
用
課

第
３９
回 

ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

も
の
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
出
展

１１．６、７道
内
各
地
の
優
れ
た
技

術
や
製
品
を
有
す
る
企
業

が
一
堂
に
会
す
る
道
内
最

大
級
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
示
会

と
し
て
知
ら
れ
る
「
ビ
ジ

ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
会
場
内

に
「
札
幌
商
工
会
議
所
も

の
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
」
を

出
展
し
、
会
員
企
業
の
Ｐ

Ｒ
お
よ
び
販
路
拡
大
を
支

援
し
た
。
同
コ
ー
ナ
ー
に

は
14
社
が
出
展
し
た
。

■
産
業
振
興
部
　
情
報
・
も
の
づ
く
り
課

ト
レ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

「
生
産
性
向
上
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
講
演
会
」

１１．７ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ

ン
札
幌
に
て
、
ド
ラ
ッ

カ
ー
学
会 

共
同
代
表 

佐
藤
等
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
物
価
高
騰
・
人

手
不
足
を
乗
り
越
え
る

た
め
の
４
つ
の
経
営
革

新
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

会
を
開
催
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
・
小
売
・
士
業
な

ど
多
様
な
業
種
か
ら
48

名
が
参
加
し
、
付
加
価

値
の
捉
え
方
や
価
格
転
嫁
の
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。
講
演
後
は
名
刺
交
換
会
を
行
い
、
参
加
者
同
士
の
交
流

を
図
っ
た
。

■
中
小
企
業
相
談
所
　
豊
平
支
所

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
変
わ
る
！

お
店
の
魅
力
発
信
視
察
研
修

１１．１１白
石
区
・
厚
別
区
の
商
店
街
加
盟
店
舗
等
を
対
象
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
集
客
の
事
例
を
学
ぶ
た
め
の
視
察
研
修
を

開
催
し
、
16
名
が
参
加
し
た
。「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
等

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
商
店
街
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
進
め
方
」

に
つ
い
て
、
北
海
道
Ｄ
Ｘ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
㈱
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｍ

Ａ
Ｎ
Ａ 

代
表
取
締
役 

宮
島
拡
夢
氏
よ
り
説
明
。
そ
の
後
、

小
樽
堺
町
通
り
商
店
街
振
興
組
合 

事
務
局
長 
坂
口
武
氏
よ

り
、
商
店
街
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
き
、
実
際
に
商
店
街
を
視
察
し
た
。

続
い
て
、
参
加
者
同
士
が
自
身
の
商
売
・
商
店
街
へ
の
活

用
方
法
を
検
討
・
共
有

し
て
い
く
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
参

加
者
か
ら
は
、「
ス
マ

ホ
な
ら
で
は
の
縦
型
動

画
の
作
成
・
活
用
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
た
」

「
商
店
街
の
平
日
の
催

事
計
画
が
た
く
さ
ん
あ

り
驚
い
た
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

■
中
小
企
業
相
談
所
　
白
石
支
所

合
同
業
界
研
究
会

ｉｎ 

北
海
道
職
業
能
力
開
発
大
学
校

１１．１２小
樽
市
に
あ
る
北
海
道
職
業
能
力
開
発
大
学
校
に
て
、
同

校
に
在
学
す
る
応
用
過

程
１
年
生
（
２
０
２
７

年
３
月
卒
業
予
定
）
を

対
象
に
合
同
業
界
研
究

会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
複
数
の
教
室

を
会
場
と
し
て
建
設
・

電
気
工
事
・
設
備
工

事
・
Ｉ
Ｔ
業
を
中
心
に

企
業
25
社
、
学
生
75
名

が
参
加
し
た
。

 

■
企
画
広
報
部
　
人
材
確
保
・
活
用
課

11.6 - 11.28

ドラッカー学会 佐藤共同代表
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Monthly highlightsマンスリーハイライトマンスリーハイライト

「
実
務
に
直
結
す
る
内
容
で
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
、
満
足
度
の
高
い
添
削
会
と
な
っ
た
。

�
■
会
員
組
織
部
　
会
員
サ
ー
ビ
ス
課

札
幌
お
も
て
な
し
委
員
会
　

業
界
別
語
学
セ
ミ
ナ
ー

１１．２５、２６札
幌
お
も
て
な
し
委
員

会
の
主
催
に
よ
り
、「
宿

泊
」
お
よ
び
「
旅
客
運

送
」
事
業
に
お
け
る
現
場

の
接
客
担
当
者
を
対
象
に

し
た
語
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
２
日
間
で
51
名
が

参
加
し
た
。

受
講
者
は
、
英
語
、
韓

国
語
、
中
国
語
に
つ
い

て
、
初
心
者
で
も
覚
え
や

す
い
簡
単
で
効
果
的
な
お
も
て
な
し
フ
レ
ー
ズ
を
学
ん
だ
。

受
講
者
全
員
に
、
各
言
語
で
フ
レ
ー
ズ
が
記
載
さ
れ
、
実
際

の
接
客
シ
ー
ン
で
使
用
で
き
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ー
ト
」
を
配
布
し
た
。

�

■
産
業
振
興
部
　
国
際
・
観
光
課

第
８
回�

学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

１１．２６も
の
づ
く
り
工
業
部
会
で
は
、
理
工
系
学
生
の
北
海
道
定

着
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
な
ど
を
目
的
に
、
道
内
学
生

の
製
品
化
・
事
業
化
ア
イ
デ
ィ
ア
実
現
支
援
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
第
８
回
目
と
な
る
「
学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
た
。

を
行
っ
た
。
講
座
を
通
じ
て
、
生
徒
自
身
が
ど
の
よ
う
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
か
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

■
会
員
組
織
部
　
会
員
組
織
課

企
業
の
本
当
の
魅
力
が
伝
わ
る
！

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
添
削
会

１１.２５㈱
Ｐ
Ｒ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
協
力
の
も
と
、
広
報
・
Ｐ
Ｒ
活
動

の
一
つ
で
あ
る
「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
」
に
焦
点
を
当
て
た
添

削
会
を
開
催
し
た
。
㈱
キ
ャ
ス
ト
リ
ポ
ー
ト 

代
表
取
締

役 

掛
橋
愛
理
氏
を
講
師
に
招
き
、
参
加
企
業
が
発
表
し
た

記
事
や
、
今
後
発
表
予
定

の
記
事
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
作
成
の
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
。

メ
デ
ィ
ア
視
点
で
の
書

き
方
や
、
魅
力
が
伝
わ
る

表
現
方
法
に
つ
い
て
具
体

的
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
、
参
加
者
か
ら
は
「
実

例
を
も
と
に
し
た
説
明
で

分
か
り
や
す
か
っ
た
」

第
２
回
貿
易
実
務
講
座

１１．１３道
産
食
品
海
外
輸
出
商
談
会
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
２
０
２
５
」
の
参
加
者
を
対
象
に
、「
第
２
回
貿
易

実
務
講
座
」
を
北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
た
。

㈱
ケ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル 

代
表
取
締
役 

岡
部
健
太

郎
氏
よ
り
、
商
談
成
約
後

に
気
を
付
け
る
べ
き
ポ
イ

ン
ト
や
、
参
加
バ
イ
ヤ
ー

ご
と
の
特
徴
な
ど
を
お
話

し
い
た
だ
い
た
。

19
名
が
参
加
し
、「
国

ご
と
の
商
流
の
違
い
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

■
産
業
振
興
部
　
国
際
・
観
光
課

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
出
前
講
座

１１．１３、１５札
幌
市
内
の
中
学
校
で
当
所
会
員
企
業
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

出
前
講
座
を
行
っ
た
。

13
日
は
札
幌
市
立
宮
の
丘
中
学
校
に
て
、
１
学
年
の
総
合

学
習
と
し
て
、
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
が
出

前
講
座
を
行
っ
た
。
受
講
し
た
生
徒
よ
り
活
発
に
質
問
が
投

げ
掛
け
ら
れ
た
。

15
日
に
は
星
槎
も
み
じ
中
学
校
の
第
11
回
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ａ 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ 

Ａ
ｓ
ｉ
ａ 

Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
に
お
い
て
、
石

上
車
輌
㈱
、
㈱
ク
ロ
ス
テ
ィ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
リ
コ
ー

ジ
ャ
パ
ン
㈱
が
出
前
講
座
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
体
験
学
習

札幌市立宮の丘中学校

星槎もみじ中学校
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Monthly highlightsマンスリーハイライトマンスリーハイライト

５
校
の
大
学
や
専
門

学
校
よ
り
８
グ
ル
ー
プ

の
学
生
が
参
加
し
、
お

な
か
の
音
を
消
す
遮
音

型
腹
巻
き
や
農
作
物
の

収
穫
適
期
を
判
定
す
る

画
像
認
識
デ
バ
イ
ス
な

ど
、
１
グ
ル
ー
プ
10
分

程
度
で
学
生
の
身
近
な

課
題
を
取
り
上
げ
た
ア

イ
デ
ィ
ア
を
発
表
し

た
。
聴
講
側
と
し
て
、
30
社
46
名
の
企
業
関
係
者
が
出
席
し

た
。
今
後
は
具
体
的
な
製
品
化
、
事
業
化
の
実
現
に
向
け
て

学
生
と
企
業
の
面
談
を
実
施
し
て
い
く
。

■
産
業
振
興
部
　
情
報
・
も
の
づ
く
り
課

留
学
生
の
企
業
訪
問
会

１１．２６、２７北
海
道
・
札
幌
で
の
就
職
を
希
望
す
る
外
国
人
留
学
生
が

札
幌
市
内
企
業
を
１
日
２
社
訪
問
す
る
「
留
学
生
の
企
業
訪

問
会
」
を
実
施
し
た
。
建

設
機
械
整
備
業
、
ホ
テ
ル

業
、
車
両
整
備
業
や
社
会

保
険
労
務
士
業
の
全
４
社

が
参
加
し
、
２
日
間
で
延

べ
９
名
の
外
国
人
留
学
生

が
、
会
社
説
明
・
社
内
見

学
、
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
と

の
交
流
等
を
通
し
て
企
業

理
解
を
深
め
た
。

■
企
画
広
報
部
　
人
材
確
保
・
活
用
課

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

ｉｎ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

１１．２６、２７東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
、
東
京
商
工
会
議
所
が
主
催
す

る
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
総
合
展
示
会
で
あ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ 

ｉｎ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
が
開
催
さ
れ
た
。「
フ
ー
ド
」

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」「
も
の
づ
く
り
」「
サ
ー
ビ
ス
・
Ｄ
Ｘ
」

の
分
野
に
分
か
れ
て
、
全
国
各
地
よ
り
、
約
３
０
０
企
業
・

団
体
が
出
展
し
た
。

ま
た
、
前
述
の
４
分

野
に
加
え
、
全
国
の
地

域
商
談
会
議
所
エ
リ
ア

も
設
置
さ
れ
、
当
所
を

含
め
26
の
商
工
会
議
所

が
出
展
し
た
。
当
所
の

エ
リ
ア
に
は
食
品
関
連

企
業
８
社
が
出
展
し
、

北
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
製

品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

■
産
業
振
興
部
　
国
際
・
観
光
課

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
オ
フ
ィ
ス
見
学
会

１１．２８先
進
的
な
オ
フ
ィ
ス
づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
の
見
学
会

と
し
て
、「
日
経
ニ
ュ
ー
オ
フ
ィ
ス
賞 

札
幌
商
工
会
議
所 

会
頭
賞
」
を
受
賞
し
た
和
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
本
社
社

屋
を
訪
問
し
た
。

本
事
業
は
、
働
き
方
改
革
や
業
務
効
率
化
の
推
進
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
オ
フ
ィ
ス
内
の
社
員

同
士
の
交
流
を
促
す
仕
掛
け
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
木
材
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
を
採
用
し
た
温
も
り
の
あ
る
設
計
な

ど
、
多
様
な
工
夫
が

施
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス

を
見
学
し
た
。

9
社
11
名
が
参
加

し
、
見
学
後
に
は
オ

フ
ィ
ス
づ
く
り
に
関

す
る
意
見
交
換
も

行
っ
た
。

■
産
業
振
興
部
　
情
報
・
も
の
づ
く
り
課

令
和
７
年
度
札
幌
市
産
業
経
済
功
労
者
表
彰
の

受
章
者
が
発
表
さ
れ
た
。
当
所
議
員
や
産
業
経
済

団
体
役
員
な
ど
を
長
く
務
め
ら
れ
、
札
幌
の
産
業

経
済
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
札
幌
市
産
業
経

済
功
労
者
と
し
て
、
北
海
道
ガ
ス
㈱ 

代
表
取
締

役
会
長 

大
槻
博
氏
（
当
所 

前
副
会
頭
）、
北
海

道
信
用
金
庫 

理
事
・
特
別
顧
問 

吉
本
淳
一
氏

（
同 

前
常
議
員
）
が
表
彰
さ
れ
た
。

令
和
７
年
度 

 

札
幌
市
産
業
経
済
功
労
者
表
彰

大
槻
会
長
、
吉
本
理
事
・
特
別
顧
問
が
受
章吉本理事・特別顧問

大槻会長

11.6 - 11.28

同社代表取締役の細川康司氏からもお話を伺った
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中小企業の経営支援については、最寄りの支所にお問い合わせください。
中央支所	 011-241-6381	 西支所	 011-665-6431
札幌駅北口支所	 011-756-9181	 豊平支所	 011-823-7166
白石支所	 011-862-7255

お問い
合わせ

当社は家畜の健康を支えることで、顧客ブランド製品の「おい
しさと安全安心」もサポートしています。ご興味がある飲食店・
宿泊業の方は、お気軽にお問い合わせください。

掲載企業より

㈱
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｔ
は
、
酪
農
家
や
畜
産
農

家
に
対
し
て
産
業
動
物
獣
医
療
を
提
供
す

る
家
畜
診
療
所
で
あ
る
。ま
た
、一
般
診
療

業
務
だ
け
で
は
な
く
、
獣
医
学
的
視
点
に

基
づ
く
「
疾
病
予
防
強
化
」
や
、
飼
養
管

理
改
善
を
中
心
と
し
た
「
生
産
性
向
上
に

つ
な
が
る
獣
医
療
」
を
実
践
す
る
畜
産
酪

農
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
と
し
て
、
農

場
の
経
営
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

2
0
1
7
年
の
創
業
以
来
、一
貫
し
て
増

収
が
続
き
、
業
界
内
で
の
認
知
度
向
上
と

と
も
に
契
約
農
場
数
お
よ
び
顧
問
企
業
数

は
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
。し
か
し
、こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
仕
事
の
依
頼
を
待
っ
た
り
、

顧
客
農
場
や
農
場
関
連
企
業
か
ら
口
コ
ミ

で
農
場
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
受

け
身
の
体
制
で
は
、
今
後
安
定
し
た
会
社

経
営
が
困
難
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
の
利
用
を
決
断
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
今

後
構
築
し
、
会
社
概
要
の
掲
載
、
遠
隔
診

療
の
受
け
付
け
、
問
い
合
わ
せ
窓
口
の
整

備
な
ど
と
と
も
に
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
飼
料

販
売
の
強
化
を
図
る
計
画
を
立
て
た
。
加

え
て
、
繁
殖
検
診
・
呼
吸
器
検
診
（
肺
エ

コ
ー
）
が
可
能
な
動
物
用
小
型
超
音
波
画

像
診
断
装
置
や
呼
吸
器
疾
患
の
即
時
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
可
能
な
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
、
さ
ら
に
子
牛
の
栄

養
状
態
お
よ
び
初
乳
摂
取
状
態
の
即
時
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
な
ポ
ケ
ッ
ト
糖
度
計

と
い
っ
た
小
型
で
航
空
機
内
へ
携
行
可
能

な
医
療
機
器
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

遠
隔
地
に
お
い
て
も
質
の
高
い
獣
医
療
を

提
供
す
る
計
画
で
あ
る
。

代
表
取
締
役
の
池
田
哲
平
氏
は
、
初
め

て
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
に
申
請

す
る
こ
と
も
あ
り
、
事
業
計
画
書
の
作
成

に
あ
た
り
不
安
を
抱
え
て
い
た
が
、
札
幌

商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
員
の
助
言
を
受

け
な
が
ら
、
実
績
な
ど
記
載
内
容
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
い
、
補
助
金
の
採

択
に
つ
な
げ
た
。

顧客農場の肥育牛

企業名：㈱BRAST
担当者：代表取締役　池田 哲平
業　種：�サービス業（畜産農家・酪農家への獣医業・

コンサルティング）

住　所：札幌市厚別区上野幌３条４丁目15－3
ＴＥＬ：０１１－５７７－１１８５

中小企業・小規模事業者向けの
主な支援施策

小規模事業者持続化補助金
（第19回公募期間は未定）
申請限度額 50万円～200万円
補助金額は条件により異なる

商工会議所「マル経」融資制度
（法人・個人事業主問わず利用可能）
融資金額 10万円～2,000万円
設備・運転資金として活用可

小規模事業者の事業活性化・
事業継続を支援します！

～中小企業相談所 白石支所より～

生産性向上につながる獣医療を実践します！
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―
入
社
か
ら
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
業

務
、
現
在
の
担
当
業
務
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
に
厨
房
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
入
社
し
、
そ
ば
の
具
材
の
盛
り
付
け
や

タ
レ
づ
く
り
、
簡
単
な
食
材
の
仕
込
み
な

ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
令
和
５
年
に
正
社

員
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
ば
打
ち
、
そ
ば

ゆ
で
、
天
ぷ
ら
揚
げ
な
ど
に
加
え
、
仕
込

み
の
幅
も
広
が
り
ま
し
た
。

曜
日
に
よ
っ
て
仕
込
み
や
調
理
の
担
当

を
決
め
、
お
客
さ
ま
に
そ
ば
を
提
供
す
る

ま
で
を
ス
タ
ッ
フ
で
連
携
し
て
こ
な
し
て

い
ま
す
。

―
入
社
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
バ
イ
ト
で
入
社
し
た
際
は
、
経
験

と
し
て
飲
食
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
い

う
軽
い
気
持
ち
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
最

初
か
ら
当
社
に
就
職
を
希
望
し
て
い
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
職
場
の

方
々
に
は
普
段
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談

な
ど
も
し
て
い
て
、「
そ
ろ
そ
ろ
就
職
を

考
え
て
い
る
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
「
金
田

の
席
は
空
け
て
あ
る
か
ら
」
と
優
し
い
言

葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
お
い
し
い

そ
ば
を
、
自
分
の
手
で
お
客
さ
ま
に
提
供

で
き
る
と
い
う
や
り
が
い
を
以
前
か
ら
感

じ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
職
場
に
決

め
ま
し
た
。

【
会
社
概
要
】

昭
和
48
年
創
業
。
釧
路
の
老
舗
そ
ば
処
「
竹
老
園 

東
家
総
本

店
」
の
分
家
で
あ
る
「
東
家
寿
楽 

東
急
店
」
を
運
営
す
る
。

令
和
６
年
に
は
食
品
衛
生
優
良
施
設
と
し
て
「
食
品
衛
生
事

業
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
け
た
。

【
所
在
地
】
札
幌
市
中
央
区
南
７
条
西
16
丁
目
１
番
30
号

【
T
E
L
】
０
１
１
・
５
５
１
・
４
２
６
３

埼
玉
県
生
ま
れ
、
札
幌
育
ち
。
令
和
３
年
入
社
。
趣
味
は
家
で
の
ん
び
り
と
映

埼
玉
県
生
ま
れ
、
札
幌
育
ち
。
令
和
３
年
入
社
。
趣
味
は
家
で
の
ん
び
り
と
映

画
や
ド
ラ
マ
、
ア
ニ
メ
を
見
る
こ
と
。

画
や
ド
ラ
マ
、
ア
ニ
メ
を
見
る
こ
と
。

日
出
王
商
事
株
式
会
社

　そ
ば
処 

東
家
寿
楽 

東
急
店

　厨
房�

金
田 

良
太�

さ
ん

安全性を第一にそば職人の道を極め、

おいしいもので人を幸せな気持ちに
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―
働
き
始
め
て
か
ら
感
じ
た
こ
と
や
、
変

化
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

実
際
に
働
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
責
任

の
重
大
さ
で
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

人
の
口
に
入
る
も
の
を
作
る
上
で
、
お
い

し
さ
以
前
に
安
全
性
が
大
切
な
こ
と
を
こ

の
職
場
で
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
仕
事
の
中
で
、
自
分
の
人
間
と

し
て
の
欠
点
に
も
日
々
気
付
か
さ
れ
ま

す
。
振
り
返
り
、
改
善
点
を
考
え
る
こ
と

で
、
日
々
学
び
が
あ
り
ま
す
。

―
担
当
業
務
の
や
り
が
い
や
、
達
成
感
を

感
じ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
時
で
す
か
。

や
は
り
、
お
客
さ
ま
か
ら
お
声
を
い
た

だ
い
た
時
が
一
番
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。
最
近
や
っ
と
、
そ
ば
を
提
供
す
る
ま

で
の
工
程
を
自
分
一
人
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
が
作
っ
た
も
の
を

「
お
い
し
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

た
時
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
、
以
前
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自

分
の
成
長
を
感
じ
た
時
も
、
頑
張
っ
て
き

て
良
か
っ
た
と
思
え
ま
す
。

―
仕
事
を
す
る
上
で
意
識
し
て
い
る
こ

と
、
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

安
全
な
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
、
安
全

な
仕
事
を
す
る
こ
と
を
常
に
心
掛
け
て
い

ま
す
。
見
習
い
の
頃
は
誤
っ
た
仕
事
を
し

た
際
、
誰
か
が
ケ
ガ
を
し
た
り
、
嫌
な
思

い
を
し
た
り
し
な
い
よ
う
、
上
司
に
厳
し

く
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
自
分
も
指

導
す
る
立
場
に
な
り
、
常
に
予
測
を
た

て
、
危
険
を
察
知
で
き
る
よ
う
ア
ン
テ
ナ

を
張
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「
こ
れ
を
食
べ
る
の
が
自
分
や
自
分
の
大

切
な
人
だ
っ
た
ら
」
と
考
え
、
身
を
引
き

締
め
て
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
、
新
し
く
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ

と
、
挑
戦
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
未
経
験
の
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
変
わ
り
そ
ば
」

で
す
。
通
常
の
更
科
そ
ば
と
違
い
、
卵
や

抹
茶
、
ゴ
マ
や
の
り
な
ど
を
生
地
に
練
り

込
ん
で
作
る
「
変
わ
り
そ
ば
」
は
注
文
が

入
る
機
会
が
少
な
く
、
技
術
的
に
も
難
し

い
た
め
上
司
が
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

る
こ
と
し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は

そ
れ
も
含
め
、
ま
だ
実
践
で
き
て
い
な
い

こ
と
を
吸
収
し
て
い
き
た
い
で
す
。

―
こ
の
仕
事
を
目
指
し
て
い
る
人
に
向
け

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

僕
も
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
で
き
る
こ
と

は
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
当
社
で
は
、
意

欲
が
あ
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
挑
戦
さ

せ
て
も
ら
え
ま
す
。
食
は
人
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
た
め
、
覚
え
た
仕
事
は
職
場

だ
け
で
な
く
実
生
活
に
も
役
立
っ
て
い
ま

す
。
お
い
し
い
も
の
は
人
を
幸
せ
な
気
持

ち
に
し
て
く
れ
る
の
で
、
僕
も
そ
れ
に
携

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
日
々
の
喜
び
で
す
。

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

の
達
成
感
が
あ
り
、
吸
収
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
自
分
の
ス
キ
ル
に
な
る
仕
事
で
す
。

■
代
表
取
締
役

　佐
藤 

日
出
夫
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
金
田
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
と
今
後
期
待
す

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

10
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
時
代
か
ら
見
て
き

ま
し
た
が
、
真
面
目
で
純
朴
、
優
し
く
て

い
つ
も
一
生
懸
命
で
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
か

ら
愛
さ
れ
る
存
在
で
す
。
彼
が
ひ
た
向
き

に
頑
張
る
姿
は
、
老
若
男
女
関
係
な
く
好

意
的
に
映
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
働
き
始

め
た
頃
は
、
ま
だ
経
験
が
浅
く
、
少
し
背

伸
び
を
し
て
し
ま
う
よ
う
な
と
こ
ろ
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
調
理
師
免
許

も
取
得
し
、
発
展
途
上
で
す
が
、
一
人
前

の
職
人
を
目
指
す
か
っ
こ
い
い
男
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
ス

タ
ッ
フ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
店
舗
管
理
を

任
せ
ら
れ
る
技
量
と
自
信
を
持
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

―
貴
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

飲
食
業
に
あ
り
が
ち
な
長
時
間
労
働
を

さ
せ
な
い
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
経
営
し
て

い
ま
す
。
初
心
者
で
も
、
そ
ば
職
人
を
目

指
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
私
は
自
分
の
活
動
に
専
念
し
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
若
い
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
店
舗
を
共
同
運
営
し
、

新
店
舗
な
ど
の
提
案
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

金田さんと佐藤代表取締役
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TEL. 011-231-1318
FAX. 011-231-5591〒060-8610　札幌市中央区北1条西2丁目 北海道経済センター2階

札幌商工会議所 会員組織部 会員サービス課

ビジネス
メール便
ビジネス
メール便

札商
広告封入
サービス

郵便料金変更後もビジネスメール便は価格据え置き！ 値上げせずに頑張ります！

※A4サイズ以外につきましては、お問い合せください。

会　員
非会員

A4サイズ通常料金
220,000円（税込）
275,000円（税込） キャンペーン!!

特別割引165,000円165,000円165,000円（税込）
通常会員価格220,000円（税込）のところ

当所ご入会３年以上の会員企業の皆さまが、年度内1度利用することが可能です！

自社の宣伝や新商品・新サービスのPR

各種イベントやセミナー・展示会などの案内

不動産・住宅情報の案内

オフィス関連商品や法人向けサービスの提案

お中元 ・ お歳暮などの
季節商品や忘・新年会などの
各種宴会プランの案内

このような
告知に
有効です!

開封率が
高い！
開封率が
高い！

訴求効果が
高い！
訴求効果が
高い！

コストが
安い！
コストが
安い！

札幌商工会議所広報誌に
同封されるので、単独DM
に比べ高い開封率が期待で
きます。

経営者や役員の方 へ々の直接
配送により、高い訴求効果
を期待できます。

封入料金は、1通あたり約
12円！ 優れた費用対効果を
実現します。
※A４サイズ・会員料金の場合

地区や業種で件数を絞って封
入することもできるので、より
コストを抑え、効率的なPRが
可能です！

ターゲットを
絞ったＰＲも
可能！

ターゲットを
絞ったＰＲも
可能！

毎月発行の札幌商工会議所広報誌「さっぽろ経済」に貴社のチラシを同
封し、会員企業へお届けするサービスです。会社の宣伝や商品・サービスの
PR、各種イベントの案内などでご活用いただけます。

詳細は
こちら！

約19,000社の企業にダイレクトに届く

あなたのチラシ 毎月
発行 に同封しませんか？

18SAPPORO KEIZAI 12.2025

奨励賞北の起業家表彰

――改めて、事業概要を教えてく
ださい。
海産物を中心とする北海道産

食品の企画・販売を行っていま
す。主に贈答品やハレの日の食材
を中心に、オリジナルセットを含
む食品を扱っています。札幌市中
央卸売市場や北海道各地の漁業協
同組合など、独自に開拓した取引
先から珍しく価値のある商品を仕
入れることで、ユニークな組み合
わせの商品提案が可能です。
商品をお届けする際には、例

えば養殖ホタテなら「どの地域で
どのように育てられたか」といっ
た背景やストーリーも伝えていま
す。さらに、おいしい食べ方を紹
介するレシピ付きリーフレットを
同封し、商品の付加価値を高める
工夫をしています。

――「北の起業家表彰」奨励賞受
賞後に変化はありましたか？
徐々に会社としての信用が高

まってきたと感じており、身の引

き締まる思いです。受賞にふさわ
しい会社となるべく、これまで以
上に社会に貢献したいという思い
が強まりました。
社内で受賞を伝えた際は、パー

トスタッフを含めた全社員がとて
も喜んでくれたことが印象的でし
た。コールセンターのスタッフは
お客さまにも受賞のことを話して
くれたそうです。受賞の効果も
あってか、社員の口コミを通じて
パート応募が増えたのもうれしい
変化です。今後も、当社が掲げる
“お客さま・会社・仲間・協力者・
社会”の「五大満足」を実現すべ
く、引き続き尽力してまいります。

――今後の事業展望や思いをお聞
かせください。
主に「自社商品の開発」と

「SNSによる情報発信」を進めて
いきたいと考えています。
現在は、当社の人気商品の一

つである松前漬けをオリジナルブ
ランド商品として開発中です。松

前漬けは、カニやホタテ、丼などと
のセット展開もしやすく、自社商
品の主軸として期待しています。
パッケージの構想も進めており、
二次元コードを掲載してレシピ動
画を見られるようにする予定で
す。「一番おいしい食べ方」や「現地
漁師の秘蔵レシピ」など、エンター
テインメント性のある見せ方を工
夫していきたいと思っています。
情報発信については、YouTube、

Instagram、TikTokなど、お客さ
まにとって身近なSNSを通じて海
産物の魅力を伝えていくことに有
効性を感じています。将来的には
ライブコマースにも挑戦し、若年
層の関心を喚起するだけでなく、
未利用魚の活用や加工などを通し
てフードロス削減にもつなげたい
と考えています。これまで購買層
ではなかった方にも興味を持って
いただけるよう、発信力を一層高
めていきます。動画制作に向けて
私自身も、魚をより美しくさばけ
るよう、現在特訓中です！

株式会社 まる旬
代表取締役社長

佐藤 旬 氏
住所 札幌市西区二十四軒１条３丁目１-16 福田ビル２階
T E L 011-590-1825
URL https://www.marushun.jp/

おすすめレシピも紹介している道内各地から厳選された商品を仕入れ

vol.
3 優れた経営手法、独自の技術、商品開発などにより

前途有望な経営者を、札幌商工会議所が 3 年ごとに
表彰している「北の起業家表彰」。令和 6 年度受賞 
企業のその後をレポートします。

次のステージへ
受賞者のその後

北の起業家表彰
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経　営

著者Profile
公認会計士・税理士　寺田　昌人
KPMGセンチュリー監査法人、㈱KPMG FASにて幅広い経験を積み重ね、平成24年9月に事
務所を開設。経営アドバイス、M&A・組織再編、事業再生および事業承継等のコンサルティ
ング業務を中心に相談に応じている。札幌商工会議所 中小企業相談所専門相談員。

税理士法人知野・寺田会計事務所 札幌市中央区北１条西２丁目北海道経済センター　 011-251-5631

テーマ

　
　
　設
備
投
資
に
は
多
額
の
資
金
が
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
経
営
者
は
ど

の
よ
う
な
検
討
を
行
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　
　
　
設
備
投
資
の
是
非
の
判
断
は
、
企

業
の
将
来
の
成
長
を
左
右
す
る
重

要
な
判
断
で
す
。
そ
の
た
め
、
経
営
者
は

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
検
討
事
項
と
し
て
は
、
定
量
的
な
側
面

と
定
性
的
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　定
量
的
と
い
う
の
は
、
財
務
的
な

検
討
で
す
よ
ね
？

　
　
　
そ
う
で
す
ね
、
設
備
投
資
の
経
済

性
計
算
と
い
っ
て
、
会
計
上
の
損

益
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
に
基
づ
く
評
価
手
法
で
す
。

　
　
　設
備
投
資
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
一
つ
は
、「
初
期
投
資
額
」
が
あ

り
ま
す
。
設
備
等
の
購
入
価
額
に

設
置
費
用
や
試
運
転
費
、
関
連
人
件
費
な

ど
、導
入
ま
で
の
諸
々
の
コ
ス
ト
（
支
出
）

を
意
味
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
加
え
、
導
入
後
の
「
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
」を
見
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、投
資
に
伴
う
毎
年
の
収
入
の
増
加

額
、さ
ら
に
は
人
件
費
、エ
ネ
ル
ギ
ー
費
な

ど
の
コ
ス
ト
の
削
減
額
や
追
加
の
維
持
コ
ス

ト
を
見
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　ま
ず
は
、
設
備
投
資
に
関
わ
る
将

来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
増
減

を
見
込
む
必
要
が
あ
る
の
で
す
ね
。
そ
れ

を
使
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？ 

　
　
　
評
価
す
る
方
法
と
し
て
は
、
次
の

通
り
、
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

①
「
正
味
現
在
価
値
（
Ｎ
Ｐ
Ｖ
）
法
」

　
投
資
に
関
わ
る
将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
の
増
減
を
現
在
価
値
に
割
り
引
き
、初

期
投
資
額
を
差
し
引
い
た
価
値
（
正
味
現

在
価
値
）を
計
算
し
、そ
れ
が
プ
ラ
ス
で
あ

れ
ば
投
資
価
値
が
あ
る
と
判
断
す
る
考
え

方
で
、最
も
論
理
的
と
さ
れ
る
手
法
で
す
。

②
「
回
収
期
間
法
」

　
初
期
投
資
額
の
資
金
が
、
回
収
さ
れ
る

ま
で
の
期
間
を
見
積
も
る
方
法
で
す
。
設

備
の
更
新
等
の
目
安
も
あ
る
の
で
、
そ
れ

ま
で
に
資
金
が
回
収
で
き
る
の
か
、
あ
る

い
は
何
年
以
内
に
回
収
で
き
る
か
で
採
算

を
判
断
す
る
方
法
で
す
。
当
然
、
早
期
に

回
収
で
き
る
投
資
ほ
ど
、
安
全
性
が
高
い

と
言
え
ま
す
。
資
金
の
回
収
も
、
あ
く
ま

で
投
資
に
伴
う
毎
期
の
資
金
の
増
減
分
の

み
で
判
断
す
る
も
の
で
す
の
で
、
会
社
全

体
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
増
減
で
の
判

断
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、「
内
部
利
益
率
法
（
Ｉ

Ｒ
Ｒ
法
）」
や
「
投
資
利
益
率
法
（
Ｒ
Ｏ

Ｉ
法
）」
な
ど
の
評
価
方
法
も
あ
り
ま
す

が
、中
小
企
業
な
ど
で
は
、「
回
収
期
間
法
」

が
最
も
一
般
的
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
定
量
的
に
は
、
投
資
額

や
将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
見
積
も

り
、
そ
れ
を
基
に
い
く
つ
か
の
尺
度
に
基

づ
き
投
資
判
断
を
行
う
の
が
一
般
的
で

す
。
貴
社
に
お
い
て
も
、
一
定
の
定
量
判

断
基
準
と
そ
の
目
安
を
定
め
て
お
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　で
は
、
定
性
的
な
検
討
事
項
に
つ

い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
設
備
投
資
の
判
断
は
、
将
来
の
経

営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
の

で
、
定
量
面
だ
け
で
な
く
、
定
性
面
で
の

検
討
も
必
要
で
す
。

①
「
事
業
・
市
場
環
境
」

　
対
象
事
業
の
将
来
性
や
成
長
性
が
見
込

め
る
か
否
か
、
競
合
優
位
性
の
継
続
の
有

無
、
な
ど
の
検
討
も
必
要
で
す
。
縮
小
傾

向
の
市
場
や
、
差
別
化
が
持
続
で
き
な
い

よ
う
な
市
場
・
事
業
で
あ
れ
ば
、
よ
り
慎

重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

②
「
戦
略
的
適
合
性
」

　
企
業
の
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
と

の
整
合
性
、
他
の
投
資
案
や
Ｍ
＆
Ａ
、
既

存
設
備
で
の
対
応
と
の
比
較
等
、
代
替
案

の
検
討
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
「
リ
ス
ク
要
因
」

　
そ
の
他
、
技
術
的
リ
ス
ク
や
運
用
・
人

材
リ
ス
ク
、為
替
動
向
、法
規
制
、景
気
動

向
等
も
綱
領
事
項
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、設
備
投
資
の
是
非
は
、将
来
の
長
期

に
わ
た
り
影
響
す
る
重
要
な
判
断
で
す
の

で
、定
量
面
だ
け
で
は
な
く
、定
性
面
の
評

価
も
加
え
た
総
合
的
な
判
断
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
安
易
な
判
断

で
投
資
を
行
う
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

多額の設備投資について、 
何を基準に検討、判断していますか？
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テーマ

　
　
　最
近
ニ
ュ
ー
ス
や
テ
レ
ビ
番
組
な

ど
で
「
地
面
師
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
聞
き
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
詐
欺
な
の
で
す
か
？
ま
た
、
中
小
企
業

が
不
動
産
取
引
を
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　「
地
面
師
」
と
は
、
土
地
の
所
有

者
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
偽
造
、
あ
る
い
は
不

正
に
取
得
し
た
本
物
の
印
鑑
証
明
書
や
登

記
識
別
情
報
（
昔
の
権
利
証
）
の
偽
造
と

い
っ
た
巧
妙
な
手
口
を
使
い
、
真
の
所
有

者
に
な
り
す
ま
し
て
不
動
産
の
売
買
契
約

を
締
結
し
、
買
い
主
か
ら
売
買
代
金
全
額

を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
集
団
で
す
。

　
彼
ら
は
、
換
金
し
や
す
い
一
等
地
や
、

相
続
な
ど
で
所
有
者
が
遠
方
に
い
る
、
あ

る
い
は
長
期
間
登
記
の
変
動
が
な
い
土
地

な
ど
を
狙
っ
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
選
定
し
ま

す
。

　
そ
の
上
で
、
偽
造
し
た
身
分
証
明
書
を

用
意
し
、
真
の
所
有
者
そ
っ
く
り
に
振
る

舞
う
「
な
り
す
ま
し
役
」
を
立
て
、
取
引

を
実
行
さ
せ
て
代
金
全
額
を
持
ち
逃
げ
し

ま
す
。

　
地
面
師
は
所
有
権
者
で
は
な
い
た
め
、

仮
に
金
銭
を
支
払
っ
た
と
し
て
も
、
移
転

登
記
は
原
則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
し
、
偽

造
文
書
で
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
と
し
て

も
、
真
の
所
有
者
が
「
登
記
は
無
効
で
あ

る
」
と
主
張
す
れ
ば
、
買
い
主
で
あ
る
貴

社
の
登
記
は
抹
消
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
そ
の
結
果
、
買
い
主
は
代
金
を
支
払
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
の
所
有
権
を

得
ら
れ
ず
、
結
果
と
し
て
支
払
っ
た
売
買

代
金
全
額
が
回
収
不
能
に
な
る
と
い
う
、

非
常
に
厳
し
い
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
詐
欺
の
対
象
と
な
る
の
が
不

動
産
取
引
、
し
か
も
地
面
師
が
狙
う
の
は

高
額
不
動
産
で
す
の
で
、
万
が
一
、
地
面

師
の
被
害
に
遭
う
と
、
会
社
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
が
極
め
て
悪
化
し
、
最
悪
の

場
合
、
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
る
可
能
性
す

ら
あ
り
ま
す
。

　
　
　地
面
師
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

は
、
契
約
前
に
ど
の
よ
う
な
点
を

確
認
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　
　
　
決
済
前
に
、
真
の
所
有
者
で
あ
る

か
を
入
念
に
確
認
し
、
決
済
方
法

に
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
地

面
師
の
手
口
は
年
々
巧
妙
化
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
基
本
的
な
確

認
作
業
と
決
済
時
の
工
夫
を
徹
底
す
る
こ

と
で
、
リ
ス
ク
を
大
幅
に
下
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
①
売
り
主
本
人
と
の
面
談
・
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
実
施
、②
身
分
証
明
書
の
確
認
、

③
登
記
識
別
情
報
（
権
利
証
）
の
確
認
、

④
登
記
簿
謄
本
上
の
「
真
の
所
有
者
」
へ

の
接
触
、
⑤
物
件
の
現
況
確
認
・
周
辺
へ

の
聞
き
込
み
と
い
っ
た
取
引
前
の
確
認
、

⑥
信
頼
で
き
る
司
法
書
士
の
選
定
（
売
り

主
指
定
の
司
法
書
士
は
受
け
入
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
す
）、⑦
場
合
に
よ
っ
て
は
「
預

か
り
金
」
の
活
用
（
登
記
完
了
を
確
認
す

る
ま
で
、
信
頼
で
き
る
第
三
者
（
弁
護
士

等
）
に
預
託
す
る
）、
と
い
っ
た
方
法
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
⑧
そ
も
そ
も
、
取
引

自
体
が
有
利
す
ぎ
な
い
か
、
検
討
時
間
を

急
が
せ
す
ぎ
て
い
な
い
か
、
等
と
い
っ
た

取
引
条
件
も
端
緒
と
な
り
ま
す
（
現
に
、

報
道
さ
れ
た
有
名
な
事
件
で
は
「
時
価
額

80
～
１
０
０
億
円
の
土
地
が
60
億
円
で
購

入
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
だ
ま
さ
れ

た
も
の
で
し
た
。
有
名
企
業
で
も
有
利
す

ぎ
る
取
引
に
目
が
く
ら
ん
で
し
ま
っ
た
側

面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
）。

　
少
し
で
も
不
審
な
点
を
感
じ
た
ら
、
直

ち
に
取
引
を
中
断
し
て
く
だ
さ
い
。「
急

い
で
い
る
」「
今
す
ぐ
決
め
な
い
と
他
に

買
う
人
が
い
る
」
な
ど
の
売
り
主
側
の
言

葉
に
流
さ
れ
ず
、
毅
然
と
対
応
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
地
面
師
詐
欺
は
、
外
見
上
の
書
類
が

整
っ
て
い
る
た
め
、
見
破
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
で
す
が
、
確
認
プ
ロ
セ
ス
を
経

る
中
で
「
相
手
の
反
応
」
を
注
意
深
く
観

察
し
、「
怪
し
い
」
と
い
う
直
感
を
大
切

に
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
判
断
に
迷
う
場
合
は
、
弁
護
士
・
司
法

書
士
等
の
専
門
家
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

地面師
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第39期

委員長・副委員長/部会長・副部会長
ご紹介します

第
39
期
　
正
副
委
員
長

�

（
令
和
７
年
11
月
28
日
現
在
）
※
敬
称
略

　商工会議所では、地域の経済活性化や中小企業支援における必要事項を調査研究するため、議員で構成される「委員会」を
設けています。
　第39期の役員・議員改選に伴い、11月28日に開催した議員総会において今期の委員会が決定されるとともに、委員長・副委
員長が下記の通り選任されました。
　また、会員企業が営む主要な事業の種類ごとに設置している「部会」では、11月17日～24日の正副部会長選任部会において、
今期の部会長・副部会長が次項の通り選任されました。

◆
総
務
委
員
会

委
員
長
　
中
井
　
　
靖

（
中
井
聖
建
設
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

副
委
員
長

　
藤
田
　
　
開

（
㈱
六
書
堂
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
佐
藤
　
源
五
郎

（
㈱
マ
ル
ゲ
ン
ビ
ル
　
代
表
取
締
役
）

　
藤
池
　
英
樹

（
㈱
敷
島
屋
　
取
締
役
社
長
）

◆
政
策
委
員
会

委
員
長
　
水
戸
　
康
智

（
㈱
萌
福
祉
サ
ー
ビ
ス
　
代
表
取
締
役
社
長
）

副
委
員
長

　
大
金
　
弘
武

（
丸
大
　
大
金
畜
産
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
武
部
　
幸
紀

（
日
本
都
市
設
計
㈱
　
代
表
取
締
役
）

　
青
栁
　
英
樹

（
イ
オ
ン
北
海
道
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

◆
中
小
企
業
振
興
委
員
会

委
員
長
　
赤
尾
　
洋
昭

（
㈱
セ
コ
マ
　
代
表
取
締
役
社
長
）

副
委
員
長

　
伊
関
　
淑
之

（
北
海
道
酒
類
販
売
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
高
木
　
克
典

（
㈱
じ
ょ
う
て
つ
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
佐
藤
　
信
明

（
北
海
道
信
用
金
庫
　
理
事
長
）

◆
税
制
・
社
会
保
障
委
員
会

委
員
長
　
遠
藤
　
隆
三

（
遠
藤
興
産
㈱
　
取
締
役
社
長
）

副
委
員
長

　
中
村
　
博
彦

（
社
会
医
療
法
人
医
仁
会
　
中
村
記
念
病
院

�

理
事
長
・
院
長
）

　
高
田
　
敏
春

（
札
幌
中
央
ア
ー
バ
ン
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
井
上
　
一
弥

（
㈱
Ｈ
Ｐ
Ｉ
　
代
表
取
締
役
）

◆
D
X
推
進
・
生
産
性
向
上
委
員
会

委
員
長
　
斉
藤
　
博
之

（
北
海
道
物
流
開
発
㈱
　
代
表
取
締
役
）

副
委
員
長

　
坂
　
　
昭
弘

（
勇
建
設
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
茂
谷
　
浩
子

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
㈱
　
北
海
道
事
業
部

�

執
行
役
員
北
海
道
事
業
部
長
）

　
星
野
　
幹
宏

（
旭
イ
ノ
ベ
ッ
ク
ス
㈱
　
代
表
取
締
役
）

◆
都
市
・
交
通
委
員
会

委
員
長
　
竹
原
　
慎
雅

（
㈱
竹
原
鉄
工
所
　
代
表
取
締
役
）

副
委
員
長

　
林
　
　
博
己

（
㈱
エ
ー
ス
　
代
表
取
締
役
会
長
）

◆
国
際
交
流
委
員
会

委
員
長
　
玉
木
　
勝
美

（
伊
藤
組
土
建
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長
）

副
委
員
長

　
高
木
　
　
勉

（
梨
湖
フ
ー
ズ
㈱
　
代
表
取
締
役
）

　
鈴
木
　
貴
博

（
㈱
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
О
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
本
田
　
敏
人

（
㈱
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
　
代
表
取
締
役
社
長
）

◆
会
員
委
員
会

委
員
長
　
牧
野
　
克
彦

（
ア
イ
ビ
ッ
ク
食
品
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

副
委
員
長

　
和
田
　
憲
人

（
㈱
北
海
道
ロ
ビ
ア
ン
商
事
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
渡
邊
　
芳
昭

（
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
　
札
幌
支
社
　
札
幌
支
社
長
）

　
小
鍛
冶
　
洋
介

（
㈱
小
鍛
冶
組
　
代
表
取
締
役
社
長
）

◆
ま
ち
の
魅
力
創
造
委
員
会

委
員
長
　
平
島
　
誉
久

（
明
星
自
動
車
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

副
委
員
長

　
前
川
　
大
輔

（
㈱
日
動
　
代
表
取
締
役
）

　
粟
崎
　
寿
也

（
㈱
札
幌
振
興
公
社
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
阿
部
　
晃
士

（
㈱
札
幌
ド
ー
ム
　
代
表
取
締
役
社
長
）

◆
人
材
確
保
・
活
用
委
員
会

委
員
長
　
杉
澤
　
謙
次
郎

（
中
和
石
油
㈱
　
代
表
取
締
役
）

副
委
員
長

　
古
口
　
　
聡

（
㈱
岩
崎
　
代
表
取
締
役
会
長
）

　
濱
野
　
清
正

（
㈱
萬
世
閣
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
和
田
　
真
澄

（
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
　
北
海
道
支
社
長
）

　
阿
部
　
勝
義

（
交
洋
不
動
産
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
池
田
　
憲
二

（
㈱
構
研
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
　
代
表
取
締
役
社
長
）
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第
39
期
　
正
副
部
会
長

�

（
令
和
７
年
11
月
28
日
現
在
）
※
敬
称
略

◆
も
の
づ
く
り
工
業
部
会

部
会
長

　近
藤

　
　昇

（
㈱
北
日
本
自
動
車
共
販
　
代
表
取
締
役
社
長
）

副
部
会
長

　石
上

　
　剛

（
石
上
車
輌
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長
）

　近
藤

　清
隆

（
㈱
北
海
道
熱
供
給
公
社
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　阿
部

　大
祐

（
阿
部
鋼
材
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　生
田

　
　考

（
ナ
ト
リ
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

◆
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会

委
員
長

　松
岡

　孝
幸

（
山
藤
三
陽
印
刷
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

副
委
員
長

　鈴
木

　俊
一
郎

（
寿
産
業
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　勝
木

　征
史

（
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
　
専
務
取
締
役
）

　仙
石

　眞
一

（
㈱
東
急
百
貨
店
　
札
幌
店
　
店
長
）

◆
商
業
・
金
融
部
会

部
会
長

　竹
田

　
　淳

（
㈱
ニ
ッ
セ
ン
レ
ン
エ
ス
コ
ー
ト

�

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員
）

副
部
会
長

　河
辺

　善
一

（
札
幌
河
辺
石
油
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　小
林

　一
清

（
北
海
道
火
災
共
済
　
協
同
組
合
　
理
事
長
）

　岩
井

　
　久

（
㈱
岩
井
信
六
商
店
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　山
田

　良
一

（
㈱
ヤ
マ
ダ
リ
ビ
ン
グ
　
代
表
取
締
役
）

◆
健
康
・
文
化
部
会

部
会
長

　田
中

　誠
児

（
医
療
法
人
タ
ナ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
　
札
幌
田
中
病
院

�

理
事
）

副
部
会
長

　西
川

　一
主

（
北
武
総
業
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　長
谷
川

　勝
也

（
㈱
エ
コ
ノ
ス
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　き
く
ち

　美
由
紀

（
㈲
Ｅ
Ｇ
Ｇ
　
代
表
取
締
役
会
長
）

　小
池

　洋
次

（
㈱
K
A
R
A
D
A 

c
h
i
f
f
o
n
　
代
表
取
締
役
）

◆
建
設
部
会

部
会
長

　藤
井

　公
人

（
㈱
藤
井
工
務
店
　
代
表
取
締
役
社
長
）

副
部
会
長

　砂
田

　英
俊

（
北
土
建
設
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　矢
橋

　潤
一
郎

（
北
海
航
測
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　熊
谷

　誠
一

（
丸
正 

誠
伸
興
業
㈱
　
代
表
取
締
役
）

　大
井

　貞
雄

（
㈱
オ
オ
イ
工
務
店
　
代
表
取
締
役
）

◆
観
光
・
運
輸
部
会

部
会
長

　前
田

　廣
行

（
㈱
グ
ラ
ン
ビ
ス
タ 

ホ
テ
ル
&
リ
ゾ
ー
ト

�

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

�

取
締
役
　
北
海
道
事
業
部
門
管
掌

�

兼
　
統
括
総
支
配
人
）

副
部
会
長

　二
階
堂

　恭
仁

（
北
海
道
中
央
バ
ス
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　大
山

　泰
正

（
㈱
イ
ー
ス
ト
ン
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　大
島

　昌
充

（
一
般
社
団
法
人
す
す
き
の
観
光
協
会
　
会
長
）

　蔦
井

　孝
典

（
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

�

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
）

◆
サ
ー
ビ
ス
部
会

部
会
長

　秋
庭

　征
富

（
北
幹
警
備
保
障
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

副
部
会
長

　髙
橋

　敏
彦

（
公
益
社
団
法
人
札
幌
ふ
る
里
公
苑
　
理
事
長
）

　寺
田

　昌
人

（
税
理
士
法
人
　
知
野
・
寺
田
会
計
事
務
所
　

�

代
表
社
員
・
所
長
）

　伏
木

　
　進

（
㈱
キ
タ
デ
ン
　
代
表
取
締
役
）

　大
室

　昭
洋

（
㈱
大
室
洗
染
所
　
代
表
取
締
役
）

◆
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
委
員
会

委
員
長

　吉
田

　聡
子

（
北
海
道
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

副
委
員
長

　猫
宮

　一
久

（
㈱
ラ
ル
ズ
　
取
締
役
副
会
長
）

　木
村

　
　平

（
㈱
電
通
北
海
道
　
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員
）

　橋
爪

　紀
之

（
㈱
札
幌
丸
井
三
越
　
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員
）

◆
情
報
部
会

部
会
長

　里
見

　英
樹

（
㈱
メ
デ
ィ
ア
・
マ
ジ
ッ
ク
　
代
表
取
締
役
）

副
部
会
長

　齊
藤

　辰
夫

（
㈱
ノ
ヴ
ェ
ロ
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　佐
々
木

　裕
二

（
㈱
札
幌
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
　
代
表
取
締
役
）

　宇
佐
美

　徹

（
㈱
近
藤
商
會
　
代
表
取
締
役
）

　寺
内

　達
郎

（
北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

◆
食
品
・
貿
易
部
会

部
会
長

　勇
﨑

　恒
宏

（
札
幌
み
ら
い
中
央
青
果
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長
）

副
部
会
長

　江
場

　将
和

（
㈱
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
　
代
表
取
締
役
）

　牧
野

　成
寿

（
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱
北
海
道
本
社

�

上
席
執
行
役
員
　
北
海
道
本
社
代
表

�

兼
　
北
海
道
本
部
長
）

　本
間

　幹
英

（
㈱
ほ
ん
ま
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　若
月

　裕
之

（
㈱
丸
亀
　
代
表
取
締
役
社
長
）

◆
設
備
工
事
部
会

部
会
長

　稲
津

　
　亘

（
北
盛
電
設
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

副
部
会
長

　橘
川

　龍
也

（
㈱
つ
う
け
ん
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　山
上

　祐
平

（
㈱
北
海
電
工
　
取
締
役 

常
務
執
行
役
員
）

　里
中

　雅
幸

（
㈱
興
北
煖
房
工
業
所
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　萩
本

　哲
夫

（
三
共
電
気
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

◆
住
宅
・
不
動
産
部
会

　

部
会
長

　藤
井

　將
博

（
㈱
藤
井
ビ
ル
　
代
表
取
締
役
）

副
部
会
長

　見
上

　雄
一

（
㈱
札
幌
副
都
心
開
発
公
社
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　齊
藤

　
　勝

（
北
海
道
建
物
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　佐
藤

　国
雄

（
新
日
本
計
画
㈱
　
代
表
取
締
役
）

　東

　
　和
宏

（
㈱
郁
栄
　
代
表
取
締
役
）
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当社はこれまで「建築を通して社会に貢献する」を理念
に歩み続け、まもなく創業41年を迎えます。全社員が

「チーム井上技研」として誇りを持って働ける職場づくり
を目指しています。建設業は男性中心の職場というイメー
ジがありますが、「女性が働きやすい環境は、若い男性に
とっても働きやすい環境である」と考えました。その思い
から、20年以上前より女性採用を積極的に進め、その活
動が2022年に札幌商工会議所SDGs経営表彰（ダイバー
シティ部門）、（一社）技術同友会にて女性技術者育成功労
賞を受賞しました。

今では社員の約 3 分の 1 が女性であり、45％が20代と
いう若い組織で、誰もが気持ちよく働ける職場づくりに取
り組んでいます。

事業は建築工事業として学校や認定こども園、高齢者施
設などの建設・改修、および企業の社屋新築・改修など、
幅広い案件に対応しています。当社最大の強みは「実際に
働く方の意見」を設計や施工に生かしている点です。保育
士や施設職員の方々と建物に関するヒアリングを兼ねた昼
食会やお茶会を開くなど、現場の声に耳を傾けています。

また、生産性向上と働き方改革を進めるため、2022年
より「見える化」（DX）と「言える化」をテーマに掲げ、
スマートフォン・PCの活用による報告体制の簡略化や、
社員が意見を言いやすい環境整備に注力しています。ビル
内に保育園を誘致し、作業服にも工夫を凝らすなど、社員
が全力を出せる環境づくりを大切にしています。 

長年本業界で働いてきた経験から、札幌は女性活躍推進
の点で、全国と比較して今もなお遅れをとっているという
危機感を持っています。このたびの議員就任を通じて、自
社の理念を体現するとともに、札幌における女性活躍を少
しでも進めることに貢献したいと考えています。

札幌市東区に拠点を置き、当社はまもなく創業108周年
を迎えます。現在は「 5 本の柱」を軸に事業を展開。ゼ
ネコン下請けの新築塗装をはじめ、マンション大規模修繕
の元請け、一般住宅リフォーム、公共工事、発寒工場での
金属焼付塗装を手がけています。札幌市および近郊を中心
に高い信頼をいただき、公共工事は橋梁の塗り替え工事を
道内各地で施工しています。

システムエンジニアとして東京で勤務していましたが、
父の病気を機に札幌へ戻り、 2 年間共に働き学びました。
30歳で事業を引き継ぎ、叔父である専務をはじめ社員に
支えられながら歩んでいます。私の役割は「会社の価値を
高めること」だと考えています。お客さま、社員、協力会
社、そして社会に対して価値を生み出し、社員が誇りを
持って働ける環境づくりを使命としています。当社の専務
は「色」に造詣が深く、札幌市立大学の教授らと共に札幌
の景観色70色の選定・推進に尽力し、今も営業や企画で
会社を支えてくれています。

経営理念は「『和』の精神をもって社会や顧客に貢献し、
社員が充実した生活を送るステージであり続ける」ことで
す。伝統を受け継ぎながら、社員が誇りを持てる職場づく
りと地域への貢献を目指しています。
（一社）日本塗装工業会では最年少の常任理事（技術委

員長）として、塗料の研究や建設DXなど業界の発展にも
取り組んでいます。このたび、先代の父に続き札幌商工会
議所の議員に就任しました。「社会全体が良くならなけれ
ば、業界も会社も良くならない」という信念のもと、皆さ
まと共に地域経済の発展に貢献してまいります。

第39期 新議員紹介

札幌市東区北14条東８丁目３‒１ ５階
ＴＥＬ｜011‒741‒1023
ＵＲＬ｜https://inouegiken.co.jp/

札幌市東区北10条東12丁目３‒８
ＴＥＬ｜011‒731‒0294
ＵＲＬ｜https://www.itou-tokoubu.co.jp/

株式会社伊藤塗工部株式会社井上技研

伝統を継ぎ、未来を塗る
地域とともに歩む伊藤塗工部の新たな一歩

チームで創る、人に寄り添う建築と
真の女性活躍が切り開く未来

株式会社井上技研
取締役副社長
犬嶋 ユカリ 氏

株式会社伊藤塗工部
代表取締役
伊藤 龍平 氏

令和 7年11月より、新たに札幌商工会議所の議員に就任
した方々をご紹介します。会社の強みや今後の議員活動
への意気込みをお聞きしました。
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札幌商工会議所メールマガジン好評配信中
ご登録はこちらから

お知り合いの方をご紹介ください！
札幌商工会議所では
会員増強に取り組んでいます！！

新入会員の皆さま！登録はお済みですか？

営業内容／事業所名（五十音順・敬称略） PR／所在地／HP 電話番号

スキー教室

㈱シーレーベン
SAJ公認のスキー教室「スキーアカデミー ヘルスポ」の運営会社です。
〒060-0063　札幌市中央区南３条西１丁目８－１0（CONNECT SAPPORO４階）
https://healspo-schileben.com/

011-600-6906

映像・写真撮影、ブライダル事業の企画・運営

㈱シネマワークス

プロポーズやウエディングの特別な瞬間を、企画から撮影までプロデュース 
いたします。
〒060-006１　札幌市中央区南１条西１6丁目１－3２3（春野ビル３階）
https://www.cinema-works.jp/

011-555-2664

介護事業所

小規模多機能ホーム ゆかい西野
小規模事業の柔軟性を生かし、訪問を中心に自宅での生活をケア（介護）で支えます。
〒063-0036　札幌市西区西野６条９丁目１－１２
https://yukaicare.co.jp/

011-669-7830

ネットビジネス支援
（マーケティング・広告・DX）

ソウルドアウト㈱

マーケティング・DX・AIで事業拡大に伴走します！
東京本社 〒１１２-0004　東京都文京区後楽１－４－１4（後楽森ビル１９階）
札幌営業所 〒060-000２　札幌市中央区北２条西１丁目１（マルイト札幌ビル１１階）
https://www.sold-out.co.jp/

070-1312-7432

機械設計・製作・据え付け（産業用機械）

トラステックス
現場の課題を“ちょうど良い”設計で解決します。
〒003-0004　札幌市白石区東札幌４条６丁目２－１－１303
https://www.trustecs.jp/

090-5692-4025

塗装業

日本建塗㈱
塗装工事全般はお任せください。
〒005-08２２　札幌市南区南沢２条３丁目１3－７
https://n-kent.com/

011-555-6962

飲食業

ネコトトモニ
いつものカフェが保護猫活動に。
〒063-08２２　札幌市西区発寒２条５丁目１－３（パナハイツルネージュ１階左）
https://nekototomoni-cafe.com/

090-7537-0734

建設業

㈱ノイエ
飲食店の請負工事をしています。工事だけでなく設計、デザインも自社で対応 
しています。
〒004-000２　札幌市厚別区厚別東２条７丁目１0－２0

011-600-2713

マーケティングコンサルタント

VELET CMO coaching
CMO戦略と組織育成で、自走する強い会社をつくり、事業の停滞を打破します。
〒06２-005２　札幌市豊平区月寒東２条４丁目
https://velet.jp/

090-7642-2154

防災コンサルティング業

㈱YAKUSHO
企業・病院・介護施設などの災害対策を伴走型でサポートします。
〒060-004２　札幌市中央区大通西１8丁目１－１4（藪商事BLDG４階Kaeru.C.S１8）
https://www.yakusho.jp/

ITインフラサービス（ネットワーク・ 
サーバー・セキュリティ・クラウド）

㈱LUX

コストダウン、DX推進、セキュリティー対策、IT機器管理はお任せください。 
システムなどの導入支援も行っています！
〒006-08１4　札幌市手稲区前田４条５丁目１－２3（2C Inc. 内）
https://luxnet.jp/

090-5646-6234

革工房・レンタルスペース

Leather Craft Studio 
わとそん

ジャンルを問わず個展開催が可能です！革職人らしくない店主がいる革工房の 
コンセプトは「あなた色に染まる革小物」です。
〒00１-0９03　札幌市北区新琴似３条７丁目１－２0（辰美荘２階７号室）
https://watson.handcrafted.jp/

070-8591-1030

飲食（カレー）、キッチンカー、
芸能（お笑いMC）

㈱WAYAWAYA

カレー屋「WAYAWAYA CAFE」を経営している芸人です。
〒003-00２4　札幌市白石区本郷通８丁目南３－２3（エターナルF２階）
Instagram ID：＠sapporo_akacurry_tsuideniasoco

070-6603-3958
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ご入会、誠にありがとうございます。

新規にご入会いただいた企業の皆さまをご紹介しています。

新入会員のご紹介
営業内容／事業所名（五十音順・敬称略） PR／所在地／HP 電話番号

不動産売買・賃貸、SNS運用サポート、
AIコンサルタント

㈱and

女性と外国人に寄り添う不動産サポートとAIのコンサルティングはお任せ 
ください！
〒064-0801　札幌市中央区南１条西２２丁目１－1７－100３
https://and-hk.com/

011-688-5212

飲食業

彩ノ匠・麻辣湯HAO
狸COMICHI1階 海鮮居酒屋「彩ノ匠」と麻辣湯専門店「HAO」です！
〒060-006２　札幌市中央区南２条西２－５（狸COMICHI１階）
https://irodorinotakumi.com/

011-590-4733

ITセキュリティーサービス

インフォセキュア
ソリューションズ㈱

プロによる情報セキュリティーのコンサルティングおよびサービスを提供します。
〒00３-0005　札幌市白石区東札幌５条１丁目１－１
　　　　　　（Sapporo Business VILLAGE 2FB）
https://is-sol.co.jp/

011-600-0210

二輪自動車販売および整備業、
除雪機販売および整備業

㈱N's Factory

ハーレーダビッドソン専門のチューニング&カスタムショップです。
〒005-08３２　札幌市南区北ノ沢1７61－84
https://enuzufactory.com/

011-578-5027

土木・建築資材販売、
各種リフォーム・外構工事請負

loc
札幌都市圏どこでも配達します！（遠方も承ります）
〒069-08３5　江別市文京台南町1７－２8

080-4041-6279

ヘルスケア事業のコンサルティング・
伴走支援・研究開発

㈱かんごぷらす

100歳になっても健康で自分らしく生きられる社会の実現に向け、地域や企業、 
大学と連携しながら、地域包括ケア事業を共創しています。
〒060-080７　札幌市北区北７条西４丁目１－１（トーカン札幌第一キャステール60７）
https://www.kangoplus.co.jp/

消防用設備業

きのテック
火災報知機などの設置工事や保守点検を行っています。
〒00３-001２　札幌市白石区中央２条１丁目３－15－７01

090-8270-2000

行政書士事務所

行政書士伊勢さやか事務所
ビジネス法務と外国人支援が強みの、トライリンガル行政書士です。
〒060-0005　札幌市中央区北５条西９丁目５－８（フォーシーズンズ植物園60３）
https://sayakaise-office.com/

080-7703-8205

資産運用立て直し

Crank Partner
（クランクパートナー）

元公務員×薬剤師の分析力で「なんとなく投資」を再設計します。
〒005-080７　札幌市南区川沿７条３丁目３－３8
https://crank-partner.com/

090-5075-2373

再生可能エネルギーによる発電、
売電を含む発電事業全般

㈱グリーンパワー
インベストメント

再エネの普及を通じて、地域の未来を共に考えてまいります。
〒10７-005２　東京都港区赤坂１－11－44（赤坂インターシティ９階）
https://greenpower.co.jp/

03-4510-2100

行政書士事務所

けい行政書士事務所
飲食業に関する各種手続き（営業許可申請など）をサポートいたします。
〒005-00２２　札幌市南区真駒内柏丘５丁目８－1７
https://www.kei-g-office.com/

080-6477-4230

健康インソールの企画・製造・卸・小売業

コーベック㈱ 札幌店
姿勢と歩き方が変わる健康インソール「カラーウォーカー」シリーズの発売元です。
〒060-006２　札幌市中央区南２条西６丁目５－３（住友狸小路プラザハウス２09）
https://kobec-kenkoukan.com/

090-5656-6345

健康用品メーカー

ジーエス・サイエンス㈱
グラファイトシリカを使用した健康用品「ピースエイト」を販売しています。
〒00３-00２6　札幌市白石区本通1３丁目南６－1７
https://www.peaceeight.com/

011-868-5188
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AOAO SAPPORO
年間パスポート 割引販売のご案内

お申し込み・その他の券種など
詳細は、こちらよりご覧ください。

あおあお会員（入館可能時間：10時～21時）
大人 8,000円（通常価格：9,000円）

にちにち会員（入館可能時間：10時～17時）
大人 5,400円（通常価格：6,000円）

よなよな会員（入館可能時間：17時～21時）
大人 5,400円（通常価格：6,000円）

会
員
価
格

有効期間
年間パスポートの発行日から365日間

（当所にて発行の引換証は発行日から１カ月以内に、AOAO 
SAPPOROにて年間パスポートへお引き換えください）

営業時間 10時～22時（最終入館は21時）

住　　所
札幌市中央区南2条西3丁目20 moyuk SAPPORO 4階- 6階

AOAO SAPPORO

会員組織部　会員サービス課　TEL：011-231-1318

〈Kitaraワールドソリストシリーズ〉
フランチェスカ・デゴ 
 無伴奏ヴァイオリンリサイタル
日 時：2026年1月18日（日） 開場14：30 開演15：00
会 場：札幌コンサートホールKitara 小ホール
　　　　　（札幌市中央区中島公園1-15）
出 演：ヴァイオリン／フランチェスカ・デゴ
料 金：全席指定（税込）
　　　　　一般：3,600円（通常4,000円） 
　　　　　U25：2,000円（割引なし）

プログラム：
　パガニーニ：24のカプリース 作品1より 第24番 イ短調
　J.S.バッハ：無伴奏ヴァイオリンのためのパルティータ
　　　　　　　　第2番 ニ短調 BWV1004 ほか

トミカ・プラレールフェスティバル in SAPPORO
会 期：2025年12月27日（土）〜
　　　　　2026年1月12日（月・祝）
　　　　　※12月31日（水）、1月1日（木・祝）はお休み
開館時間：10：00〜17：00（最終入場時間は16：30）
会　　場： サッポロファクトリーアトリウム・
　　　　　サッポロファクトリールーム
　　　　　（札幌市中央区北2条東4丁目）
会員価格：720円（通常前売価格：750円）

※ 内容が変更となる可能性がございます。最新情報はKitara HPにてご確認ください。
※ （割引なし）と記載されているチケットは、Kitaraチケットセンター（TEL 

011-520-1234）にて直接お買い求めください。

会員組織部　会員サービス課　TEL 011-231-1318

フランチェスカ・デゴ
©David Cerati

© ＴＯＭＹ
「トミカ」「プラレール」は株式会社タカラトミーの登録商標です。

　　　　　※3歳以上（大人・子ども）料金一律です。
　　　　　※2歳以下は無料です。
　　　　　※小学生以下のお子さまのみでのご入場はできません。

Japan Mobility Show Sapporo 2026
会 期：2026年1月23日（金） 10：00〜18：00
　　　　　　　　　　 24日（土）  9：00〜18：00
　　　　　　　　　　 25日（日）  9：00〜17：00
会　　場：大和ハウス プレミストドーム
　　　　　（札幌市豊平区羊ケ丘１）
会員価格：1,600円（通常前売価格：1,700円）
　　　　　※高校生以下　入場無料
　　　　　※中高生は学生証の提示、小学生以下は保護者の同伴が必要

28SAPPORO KEIZAI 12.2025

これから開催されるセミナー・検定・イベント・チケット情報
※価格は全て税込価格です。InformationInformation

職場におけるハラスメントへの企業対応セミナー
パワハラやカスハラの社会的認識が高まる中、企業はハラ
スメントに対する正しい理解と適切な対応が必要となって
います。経営者・管理職が押さえておくべきハラスメント
対応ポイントを整理します。

日 　 時：2026年2月10日（火） 13：30～16：30
内 　 容：●�パワハラやカスハラなどのハラスメントに対

する正しい理解と適切な企業対応　ほか
講 　 師：社会保険労務士法人 北海道賃金労務研究所
� 　代表　石田 和彦 氏
受 講 料：会員7,000円（1名）

アンコンシャスバイアス研修
～思い込みで失敗しないコミュニケーションを身に付ける～
自分では気付きにくい無意識の思い込みや偏見（アンコン
シャスバイアス）に気付き、多様性の尊重と心理的安全性を
促進する対話法を身に付けることで、職場におけるコミュ
ニケーション力向上を目指します。

日 　 時：2026年2月18日（水） 9：30～16：30
内 　 容：●アンコンシャスバイアスとは？
　　　　　●�職場におけるアンコンシャスバイアスへの対処
� 　ほか
講 　 師：ReOS�LABO　組織育成パートナー
� 　宮治 有希乃 氏
受 講 料：会員14,000円（1名）

※会場は全て北海道経済センター 8階 Bホール

ビジネスキャリアセンター　TEL 011-231-1761

各セミナーの詳細・お申し込みはこちら！▶

第172回日商簿記検定
簿記は、企業規模の大小や業種、業態を問わずに、日々の経
営活動を記録・計算・整理して、経営成績と財政状態を明
らかにする技能です。多くの企業が、経理担当に限らず本検
定の資格取得を推奨しており、社会的に高い信頼と評価を
得ている検定試験です。

試 験 日：2026年2月22日（日）
申込締切：1月23日（金）
　　　　　※団体申込期限：12月19日（金）～25日（木）
受 験 料：2級5,500円／3級3,300円　※1級は実施しません
合格発表：3月9日（月）正午

第38回 大商 ビジネス会計検定
損益計算書や貸借対照表などの財務諸表（決算書）を理解で
きる能力（会計リテラシー）の重要性が高まっています。本
検定は、財務諸表に関する知識や分析力を問うもので、財務
諸表が表す数値を理解し、ビジネスに役立てていくことに
重点を置いています。

試 験 日：2026年3月8日（日）
申込期間：2025年12月17日（水）～1月29日（木）
受 験 料：1級11,550円／2級7,480円／3級4,950円
合格発表：1級5月7日（木）10時～／
　　　　　2・3級4月9日（木）10時～

第40回 大商 メンタルヘルス・マネジメント検定
働く人たちの心の不調の未然防止と活力ある職場づくりを
目指して、職場内での役割に応じて必要なメンタルヘルスケ
アに関する知識や対処方法を習得していただく検定です。

試 験 日：2026年3月15日（日）
申込期間：1月6日（火）～2月5日（木）
受 験 料：Ⅱ種7,480円／Ⅲ種5,280円
合格発表：�4月17日（金）10時～

検定窓口　TEL 011-281-1200

国家試験対策ドローン講習（３日間）
近年ますます注目度が高まっている国家ライセンス取得の
ためのコースです。本講習では、ドローンの知識・法令とと
もに、高い操縦技術を身に付けます。講習の最後に実施の修
了実技審査に合格すると、国家試験の「実地試験」が免除さ
れます。国家資格の取得を目指したい方のご参加をお待ち
しております。

日 　 時：2026年2月14日（土） � 9：00～17：00
　　　　　　　　　　�21日（土） 12：00～17：00
　　　　　　　　　　�28日（土） 12：00～17：00
定 　 員：４名（最少開講人数2名）
受 講 料：会員250,000円/非会員270,000円　
　　　　　※テキスト代込み
会 　 場：札幌商工会議所付属専門学校

札幌商工会議所付属専門学校　事務課　TEL 011-866-8088

日商簿記３級直前答案練習会
 ＜第172回（2026年2月22日（日））受験向け＞
本試験レベルの予想問題を使用して、答案練習後に解答・
解説をします。

日　　時：2026年2月12日（木）、2月16日（月）
　　　　　18：30～21：30
申込締切：2月6日（金）
受�講�料：会員8,000円（1名）
会　　場：北海道経済センター内研修室

ビジネスキャリアセンター　TEL 011-231-1761

29 SAPPORO KEIZAI 12.2025



「
社
員
と
し
て
、
自
分
が
身

を
置
く
業
界
や
会
社
の
未
来
に

希
望
を
持
て
ま
す
か
？
」

６
月
末
ま
で
東
京
本
社
の
人

事
部
で
採
用
を
担
当
し
て
い

た
。
就
職
説
明
会
で
学
生
か
ら

こ
う
問
わ
れ
た
こ
と
は
、
一
度

や
二
度
で
は
な
い
。

業
績
や
待
遇
、
若
手
が
正
当

に
評
価
さ
れ
成
長
で
き
る
仕
組

み
は
―
―
。
学
生
た
ち
は
「
売

り
手
市
場
」
を
追
い
風
に
、
企

業
の
体
力
や
人
を
育
て
る
土
壌

を
シ
ビ
ア
に
見
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
説
明
に
立
つ
こ
ち
ら

も
、「
逆
面
接
」
を
受
け
て
い

る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
、

「
合
格
点
を
も
ら
え
る
だ
ろ
う

か
」
と
ひ
そ
か
に
気
を
も
み
な

が
ら
応
じ
て
い
た
。

道
内
で
も
、
少
子
化
や
都
市

部
へ
の
人
口
流
出
で
新
卒
者
の

採
用
難
が
続
き
、
離
職
も
絶
え

な
い
。
中
小
企
業
か
ら
は
「
待

遇
改
善
や
働
き
方
改
革
、
教

育
・
育
成
ま
で
手
が
回
ら
な

い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

だ
が
、
人
員
に
余
裕
が
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
１
人
欠
け
れ
ば

現
場
が
揺
ら
ぐ
こ
と
も
意
味
す

る
。
こ
う
し
た
企
業
こ
そ
手
立

て
が
必
要
だ
が
、
企
業
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
。
地
域
で
支
え

る
と
い
う
視
点
も
カ
ギ
と
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
離
職

が
改
善
さ
れ
た
例
や
、
自
治
体

と
企
業
が
協
働
し
て
人
材
が
定

着
し
た
例
も
あ
る
。
人
材
を

「
確
保
す
る
」
の
で
は
な
く
、

「
育
て
、
働
き
続
け
て
も
ら
う
」

た
め
の
不
断
の
努
力
が
、
最
終

的
に
は
学
生
か
ら
選
ば
れ
る
企

業
づ
く
り
や
社
会
的
な
信
頼
の

向
上
を
後
押
し
す
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

学
生
の
問
い
を
思
い
返
し
て

み
る
。
開
拓
の
精
神
が
息
づ
く

北
海
道
で
、
企
業
や
経
済
が
時

代
の
変
化
を
力
へ
と
変
え
て
い

く
姿
を
見
つ
め
、
丁
寧
に
伝
え

て
い
き
た
い
。
一
つ
一
つ
の
挑

戦
が
、
芽
吹
き
の
季
節
を
呼
び

寄
せ
る
と
信
じ
な
が
ら
。

記者室の窓から

人材確保

�読売新聞北海道支社� 編集部

平井�翔子�氏
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「さっぽろ経済」および札幌商工会議所の
事業活動に関するアンケートにご協力を
お願いいたします。抽選でプレゼントが
当たります。

ハ ガ キ：〒060-8610
札幌市中央区北１条西２丁目
札幌商工会議所
企画広報部 広報課 宛

Ｆ Ａ Ｘ：011-222-5215
E-mail：koho@sapporo-cci.or.jp

宛 

先

応募締切

（011）231・・・・
ダ イ ヤ ル イ ン

■総務部
　総務課 …………… 1076

■企画広報部
　企画課 …………… 1360
　広報課 …………… 1325
　人材確保・活用課 … 1772

■財務部
　経理課 …………… 1354
　管理課 …………… 1355

■産業振興部
　まちづくり振興課 … 1373

　中央支所 …… 241-6381
　西支所 ……… 665-6431
　札幌駅北口支所
　 　…………… 756-9181
　豊平支所 …… 823-7166
　白石支所 …… 862-7255
■ビジネスキャリアセンター
　…………………… 1761
■中小企業診断士登録養成課程部
 ……………… 261-6515
■付属専門学校
 ……………… 866-8088

札幌商工会議所の電話はダイヤル・イン方
式です。
局番と下記の４数字をダイヤルすると担当
部署に直接つながります。

事業所の名称、所在地、電話番号、代表者などが変わりましたら、お手数ですが会員組織課
（011-231-1317）までご連絡ください。

　生活・サービス産業課 … 1374
　情報・ものづくり課 … 1077
　国際・観光課 …… 1330

■会員組織部
　会員組織課 ……… 1317
　会員サービス課 … 1318
　共済事業室 ……… 1362

■中小企業相談所
　運営・金融課 …… 1766
　金融担当 ………… 1767
　中小企業・創業支援課 … 1768

読者
プレゼント

５名 ㈱グランビスタ ホテル＆リゾート　札幌パークホテル

2026年
1月16日（金）

北海道はちみつ生カステラ

P７「北の逸品」で紹介しています。

さっぽろ経済読者アンケート Webアンケート▼

企業名

氏 名 （年齢　　　　歳）

業 種 役 職

住 所（〒　　　　-　　　　　）　

TEL

Q1 本誌はどなたがお読みになっていますか。
（あてはまるもの全てに○印をつけてください）
① 社長・代表者　　　② 経営幹部・役員　　　③ 管理職
④ 担当者　　　　　　⑤ 社内で回覧　　　　　⑥ そのほか

今月号で印象に残った記事を教えてください。
（Ｐ.　　　　）

理由

（Ｐ.　　　　）
理由

Q2

札幌商工会議所の事業活動について、知りたいことや求めることがあれば教えてください。Q4

Q3 誌面で取り上げてほしいこと、関心のあるテーマなどはありますか。
（「わが社の注目株」の取材希望があればこちらにご記載ください。※状況に
よりご希望に応じかねる場合がございます。）

番号 第 1 希 望 職 種
第 2 希 望 職 種

希 望 賃 金
（年俸､万単位） 居住地 学 歴 階 級

退職年月日 自衛隊における主な職務 資 格 ・ 免 許 等

1
1
2
3

施 設 管 理 員
製 造 工
ボイラーオペレーター

３００ 札幌市 高卒 曹長(真駒内)
8. 3. 2

物品補給
衛生資材管理
衛生救護

・大型１種　　　　　・けん引１種　　　　　・フォークリフト
・玉掛け　　　　　　・２級ボイラー技士　　・危険物乙４類
・はい作業主任者

2
1
2
3

不動産仲介・販売人
不 動 産 管 理
一 般 事 務 員

３６０ 札幌市 高卒 准尉(倶知安)
8. 3. 6

総務・人事
指揮官補佐
通信事務

・大型１種　　　　　・けん引１種　　　　　・宅地建物取引士
・賃貸不動産経営管理士　　　　　　・電気通信設備工事担任者
・３級ファイナンシャルプランニング技能士

3
1
2
3

施 設 管 理 員
送迎用乗用車運転手
配 送 員

２７０ 札幌市 高卒 曹長(真駒内)
8. 3. 6

総務・人事
野外情報資料収集
企画・調整・立案

・大型１種　　　　　・大特１種　　　　　　・車両系建設機械
・職長・安全衛生責任者　　　　　　　　　　・介護職員初任者研修

4
1
2
3

施 設 管 理 員
ボイラーオペレーター
介 護 員

２８０ 札幌市 高卒 曹長(真駒内)
8. 3.23

物品補給
物品調達
通信事務

・大型１種　　　　　・２級ボイラー技士

5
1
2
3

製 造 工
機械器具整備・修理工
電気工事作業員

３００ 札幌市 高卒 准尉(丘珠)
8. 3.29

安全管理監督者補佐
人材育成
航空機検査

・大型１種　　　　　・けん引１種　　　　　・第２種電気工事士
・丙種危険物取扱者

6
1
2
3

施 設 管 理 員
貴重品運搬警備員
製 造 工

３３０ 札幌市 高卒 准尉(真駒内)
8. 4. 2

総務・人事
情報保全
企画・調整・立案

・大型１種　　　　　・けん引１種　　　　　・第２種電気工事士
・危険物乙４類　　　・貴重品運搬警備２級

7
1
2
3

貴重品運搬警備員
施 設 管 理 員
用 務 員

３６０ 札幌市 高卒 准尉(真駒内)
8. 4. 8

指揮官補佐
運行管理
総務・人事

・大型１種　　　　　・大特１種　　　　　　・けん引１種
・貴重品運搬警備２級

8
1
2
3

貴重品運搬警備員
施 設 管 理 員
用 務 員

３５０ 札幌市 短大卒 准尉(真駒内)
8. 4. 8

総務・人事
指揮官補佐
武器管理

・大型２種　　　　　・大特１種　　　　　　・けん引１種
・フォークリフト　　・２級ガソリン自動車整備士
・貴重品運搬警備２級

9
1
2
3

用 務 員
倉 庫 作 業 員
一 般 事 務 員

３００ 札幌市 高卒 1尉(丘珠)
8. 4.20

航空機整備監督者
再就職支援
総務・人事

・大型１種　　　　　・けん引１種　　　　　・危険物乙４類
・介護職員初任者研修

10
1
2
3

送迎用乗用車運転手
用 務 員
施 設 管 理 員

２８０ 札幌市 高卒 曹長(真駒内)
8. 4.25

指揮官補佐
物品補給
企画・調整・立案

・大型２種　　　　　・けん引１種　　　　　・移動式クレーン
・玉掛け　　　　　　・アーク溶接　　　　　・ガス溶接
・介護職員初任者研修

※求人についてのお問い合わせは「北海道自衛隊退職者雇用協議会」へ
　事務局：札幌市中央区北 1 条西 2 丁目　札幌商工会議所総務課　☎231－1076
　連絡先：札幌市中央区南 26 条西 10 丁目　札幌地域援護センター　☎511－7116（代）内線 4587
　　　　　札幌市中央区北 2条西 3丁目1番地　敷島ビル8F　退職自衛官札幌無料紹介所　☎222－4888
（令和8年3月～4月の退職予定者分（56歳）札幌圏就職希望者） お気軽にお電話ください。

自衛隊定年退職予定者の求職情報
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広報誌「さっぽろ経済」は札幌商工会議所のWEBサイトに
電子媒体として掲載され、発刊後はＬＩＮＥでも発信しています。

WEBサイト・LINEで広がる！

・広告掲載のお申し込みは、掲載月の前月５日までにお願いします。
・広告料は掲載号送付とともにご請求いたします。
・掲載内容について、事前審査を行います。
・結果により修正をお願いする場合やご利用いただけない場合もございます。ご了承ください。

札幌商工会議所 企画広報部 広報課

ＴＥＬ：011-231-1325
ＦＡＸ：011-231-1078
Mail：koho＠sapporo-cci.or.jp

！
お申し込み
お問い合わせ先
こちらの連絡先まで
直接お問い合わせください。

※当所で広告版下を制作する場合は、制作料として１頁22,000円、
1/2頁11,000円、1/4頁以下5,500円を別途申し受けます（税込)。

※年間契約（１２回申し込み）は表示金額より１０％割引いたします。

中 頁 カラー

中 頁１色

広告スペース サ イズ（mm）
た て × よ こ

176,000

154,000
77,000
38,500

88,000
44,000
22,000

１頁（273×183.5）

１頁（273×183.5）
１/2頁（133×183.5）
１/4頁（133×88.5）

１頁（273×183.5）
１/2頁（133×183.5）
１/4頁（133×88.5）

352,000

308,000
154,000
77,000

176,000
88,000
44,000

掲 載 料 金 （ 税 込 ）

表 紙 裏 カラ ー

会員価格 非会員価格

表紙カラー（表４） １頁（273×183.5） 220,000 440,000

広報誌「さっぽろ経済」とは？

札幌商工会議所が発行している、
会員企業向け広報誌です。バック
ナンバーはこちらの二次元コードか
らご一読いただけます。

規格

発行回数  

発送先   

Ａ４判 ３２頁　　　　　　　　約19,0 0 0 部

毎月１回１０日発行

当所会員企業、メディア関係、官公庁などの公的機関、
経済団体、道内全ての大学・専門学校・高校

発行部数  

WEBサイト LINE

※㈱紀伊國屋書店札幌本店、MARUZEN＆ジュンク堂書店
　札幌店でも、お取り扱いいただいております。

広告掲載のご注意

大
ス
・

ど
な
知
告
ト
ン
ベ
イ

「

た
え
伝

い
」を

！
集
募
大

広告掲載

募集
広報誌「さっ

ぽろ経済」

本         社 札 幌 市 中 央 区 南 １ 条 東 ４ 丁 目 ７ 番 地       TEL(011)231-7811

東 京 支 店 東 京 都 墨 田 区 石 原 １ - １ ２ - ７ 村 上 ビ ル １ F TEL(03)5619-1600

冷凍機・空調機器・資材総合商社

本 　 　 　 　 　 社     札 幌 市 北 区 新 川 西 ２ 条 １ 丁 目 １ 番 １ ０ 号 T E L ( 0 1 1 ) 7 6 6 - 5 4 5 1

冷凍・冷蔵・空調設備設計・施工

本 　 　 　 　 　 社     札 幌 市 中 央 区 南 ４ 条 東 ４ 丁 目 １ 番 地 T E L ( 0 1 1 ) 2 2 2 - 4 7 0 0

物 流 セ ン タ ー     札 幌 市 中 央 区 南 ３ 条 東 ５ 丁 目 １ 番 地 　 　    T E L ( 0 1 1 ) 2 2 2 - 8 8 0 0

旭  川  支  店     旭 川 市 新 星 町 ５ 丁 目 ４ 番 ７ 号 T E L ( 0 1 6 6 ) 2 6 - 5 9 5 9

小  樽  支  店   　 小 樽 市 稲 穂 １ 丁 目 １ 番 １ 号 T E L ( 0 1 3 4 ) 2 1 - 6 5 0 0

業務用酒類食品卸販売

本 　 　 　 　 　 社   札 幌 市 中 央 区 南 ４ 条 東 5 丁 目 １ 番 地 　TEL(011)272-2983

本  社  工  場   札 幌 市 中 央 区 南 ４ 条 東 5 丁 目 １ 番 地 　  TEL(011)272-2983

業務用食肉加工製造販売

本 　 　 　 　 　 社   札 幌 市 中 央 区 南 ３ 条 東 ５ 丁 目 １ 番 地 T E L ( 0 1 1 ) 2 2 2 - 0 3 4 7

業務用酒類・食品・氷販売

八 　 軒 　 店 　  札 幌 市 西 区 八 軒 1 0 条 西 1 1 丁 目 １ 番 4 1 号 TEL(011)633-3611

本       　 社 　  札 幌 市 中 央 区 南 １ 条 東 ４ 丁 目 ７ 番 地          （渡辺食品機械本社ビル）

総合不動産業

ナベビル
本 　 　  　  　 社   札 幌 市 中 央 区 南 ４ 条 東 ４ 丁 目 １ 番 地  TEL(011)222-0777

業務用厨房機器・販売・設計・施工
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第39期　委員長・副委員長/部会長・副部会長第39期　委員長・副委員長/部会長・副部会長
－ご紹介します－－ご紹介します－

今月の表紙今月の表紙

日出王商事㈱日出王商事㈱
　金田 良太　金田 良太さんさん

北の逸品   
㈱グランビスタ ホテル＆リゾート　札幌パークホテル㈱グランビスタ ホテル＆リゾート　札幌パークホテル
北海道はちみつ生カステラ北海道はちみつ生カステラ
クラブ新鮮組   ASHIDO HOKKAIDOASHIDO HOKKAIDO

トップの構想 
㈱Rain㈱Rain
代表取締役　上田 啓晶 氏代表取締役　上田 啓晶 氏

健康経営がもたらす健康経営がもたらす
企業競争力の向上企業競争力の向上
～働き方改革とともに進化する健康経営～～働き方改革とともに進化する健康経営～
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